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令和２年第３回足寄町議会臨時会議事録（第１号）
令和２年７月１６日（木曜日）

◎出席議員（１３名）

１番 多治見 亮 一 君 ２番 高 道 洋 子 君

３番 進 藤 晴 子 君 ４番 榊 原 深 雪 君

５番 田 利 正 文 君 ６番 熊 澤 芳 潔 君

７番 髙 橋 健 一 君 ８番 川 上 修 一 君

９番 髙 橋 秀 樹 君 １０番 二 川 靖 君

１１番 木 村 明 雄 君 １２番 井 脇 昌 美 君

１３番 吉 田 敏 男 君

◎欠席議員（０名）

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者

足 寄 町 長 渡 辺 俊 一 君

足 寄 町 教 育 委 員 会 教 育 長 藤 代 和 昭 君

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者

副 町 長 丸 山 晃 徳 君

総 務 課 長 松 野 孝 君

福 祉 課 長 保 多 紀 江 君

住 民 課 長 佐々木 雅 宏 君

経 済 課 長 村 田 善 映 君

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者

教 育 次 長 沼 田 聡 君

◎職務のため出席した議会事務局職員

事 務 局 長 櫻 井 保 志 君

事 務 局 次 長 野 田 誠 君

総 務 担 当 主 査 中 鉢 武 志 君
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◎議事日程

日程第 １ 会議録署名議員の指名＜Ｐ３＞

日程第 ２ 会期の決定＜Ｐ３＞

日程第 ３ 行政報告（町長・教育長）＜Ｐ３～Ｐ８＞

日程第 ４ 議案第６３号 小中学校タブレットパソコン購入・設定業務契約について＜

Ｐ８～Ｐ１０＞

日程第 ５ 議案第６４号 令和２年度足寄町一般会計補正予算（第４号）＜Ｐ１０～Ｐ

１２＞
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午前１０時００分 開会

◎ 開会宣告

○議長（吉田敏男君） 全員の出席でござい

ます。

ただいまから、令和２年第３回足寄町議会

臨時会を開会をいたします。

ここで、暫時休憩をいたします。

午前１０時００分 休憩

午前１０時０６分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

◎ 開議宣告

○議長（吉田敏男君） これから、本日の会

議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

です。

◎ 会議録署名議員の指名

○議長（吉田敏男君） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、足寄町議会総合条例第

１８４条の規定によって、５番田利正文君、

６番熊澤芳潔君を指名をいたします。

◎ 議運結果報告

○議長（吉田敏男君） 議会運営委員会委員

長から、会議の結果の報告を願います。

議会運営委員会委員長 髙橋健一君。

○議会運営委員会委員長（髙橋健一君） 本

日開催されました、第３回臨時会に伴う議会

運営委員会の協議の結果を報告いたします。

会期は、本日１日間であります。

本日は最初に、町長から行政報告を受けま

す。

次に、教育長から行政報告を受けます。

次に、議案第６３号から議案第６４号を即

決で審議いたします。

以上で、報告を終わらせていただきます。

なお、本会議終了後、議場において、全員

協議会を行いますのでよろしくお願いいたし

ます。

○議長（吉田敏男君） これにて、議会運営

委員会委員長の報告を終わります。

◎ 会期決定の件

○議長（吉田敏男君） 日程第２ 会期決定

の件を議題といたします。

お諮りをいたします。

本臨時会の会期は、本日１日間にしたいと

思います。

これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認めま

す。

したがって、会期は、本日１日間に決定を

いたしました。

◎ 行政報告

○議長（吉田敏男君） 日程第３ 行政報告

を行います。

町長から行政報告の申出がありました。こ

れを許します。

町長 渡辺俊一君。

○町長（渡辺俊一君） 議長のお許しを頂き

ましたので、４件の行政報告を申し上げま

す。

まず、令和２年第２回足寄町議会定例会に

行政報告をさせていただきました以降の新型

コロナウイルス感染症に対する本町の取組に

ついて御報告いたします。

令和２年５月２５日に全国の緊急事態宣言

の解除が行われ、その後は国・北海道におい

て、イベントや外出自粛、休業要請を段階的

に緩和することとしておりましたが、感染状

況等を踏まえながら、６月１９日に国の定め

るステップ２、７月１０日にはイベントの開

催制限を５,０００人以下とするステップ３

の段階に移行されました。

なお、引き続き、感染防止策として新しい

生活様式に基づく行動、手指消毒やマスク着

用、発熱等の症状がある方は外出等避けるな

ど、基本的な感染防止策の徹底・継続を呼び
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かけています。

足寄町においては、６月８日に新北海道ス

タイル安心宣言を行い、ホームページへの掲

載及び庁舎内への掲示をするとともに、引き

続き、全職員のマスク着用と窓口における飛

沫感染防止対策、定期的な換気や消毒を実施

しております。

また、各種会議等開催についても、簡素

化、短時間、少人数、定期的な換気等の３つ

の密を回避する環境で行うこととしていま

す。

各施設の利用については、推奨利用人数の

設定や開館時間短縮など一部制限を行ってお

りますが、体調不良の方には利用を控えてい

ただくこととマスクの着用、手洗いの励行、

人と人との間隔を空ける、換気をするなど、

３つの密を避けた利用をお願いし、感染予防

を図りながらおおむね通常どおりの運営と

なっております。

また、不特定の方が利用する施設について

は、利用者名簿への連絡先の記入をお願いし

ているほか、主な施設において北海道のコロ

ナ通知システムを利用し、感染者発生時に向

けた対策を行っております。

次に、小中学校の対応状況について御報告

いたします。

まず、教室内における机の配置につきまし

ては、衛生管理マニュアル学校の新しい生活

様式に基づき、１メートルの間隔を確保して

おりますが、間隔が確保できない場合には、

視聴覚室や空き教室を使用し、３つの密にな

らないような学習環境を整備しております。

主な学校行事の実施状況につきましては、

９月に予定していた足寄小学校の見学旅行は

１０月に変更し、４月に２泊３日で東京方面

を予定していた足寄中学校の修学旅行は、９

月に３泊４日で道南・道央方面へ変更して実

施する予定です。

また、１学期に予定していた運動会及び体

育祭、学習発表会及び文化祭については、時

間短縮や平日開催など内容を変更して実施す

ることで検討しております。

学校行事等につきましては、児童生徒の発

達段階において重要な役割を果たすことか

ら、今後も安易に中止するのではなく、実施

が可能なように内容・時期について十分検討

するよう努めてまいります。

なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止

による臨時休業期間が長期に及んだことか

ら、学校の長期休業期間を短縮し、夏休み期

間は小中学校それぞれ６日、冬休み期間は小

学校２日、中学校６日の授業日を設定し、学

習の遅れへの対応をする予定となっておりま

す。

今後とも学校や関係機関と連携し、新型コ

ロナウイルス感染症対策に取り組み、円滑な

学校運営を図ってまいります。

次に、保育所の行事につきましても、学校

同様に時間短縮や人数制限等、例年とは内容

を変更しながら感染防止を図り、実施する予

定でおります。

続きまして、町内における各イベントの実

施状況について御報告いたします。

まず、毎年８月に開催しております足寄ふ

るさと盆踊り・両国花火大会につきまして

は、実行委員会において開催の準備を進めて

おりましたが、来場者や関係者の安全を考慮

した結果、中止とすることが決定されまし

た。

また、９月に予定しておりますオンネトー

物語につきましても、催事は行わず、フォト

コンテストのみを実施する予定となっており

ます。

そのほか、町民ふれあいスポーツ大会、北

海道放牧酪農ネットワーク交流会についても

中止となっており、今年度予定していた町内

のイベントが実施されないことは非常に残念

な思いでありますが、今後も感染防止対策等

を第一に各種事業の実施について十分検討し

てまいります。

次に、今後実施を予定している事業につい

て御報告いたします。

まず、新型コロナウイルス感染症拡大防止

に伴う往来の自粛や新しい生活様式への対応
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などにより、経営に大きな影響を受けている

町内の小規模事業者への支援についてです

が、足寄町商工会では、足寄スタンプ会との

共同により子育て世代に向けたスタンプラ

リーの実施やスタンプ会新規加盟促進として

端末導入の支援をするほか、料飲店組合との

共同で新しい生活様式を守りつつ迅速かつ効

率的なテイクアウト販売を行う弁当販売会等

を企画していることから、本町といたしまし

ても、町内の小規模事業者の利用促進と安

全・安心のサービス提供を行う体制づくりを

支援することとし、事業実施のための必要経

費を足寄町商工会補助金として本臨時会に補

正予算を提案しております。

次に、新型コロナウイルス感染症対策等を

盛り込んだ国の第２次補正予算の成立によ

り、新型コロナウイルス感染症対策地方創生

臨時交付金が拡充され、本町の第２次補正予

算分交付限度額は２億6,784万8,000円となっ

ております。この交付金は当初の目的である

地方公共団体が新型コロナウイルスの感染拡

大の防止及び感染拡大の影響を受けている地

域経済や住民生活の支援に加え、家賃支援を

含む事業継続や雇用維持等への対応を後押し

するとともに、新しい生活様式への対応を踏

まえた地域経済の活性化等への対応を通じた

地方創生を図る観点から拡充されたもので、

地域の実情に応じて市町村が作成する実施計

画に掲載された事業に国から交付されるた

め、今後、現在の実施計画に追加する事業等

について検討を行ってまいります。実施計画

策定後は、議会への説明をさせていただくと

ともに、必要な予算を提案させていただく予

定であります。

また、国の第２次補正予算において、新型

コロナウイルス感染症への対応を進めるた

め、新たな日常に必要な情報基盤の整備が急

務であることから、国が過疎地等の自治体を

対象に光ファイバー整備の支援を強化するこ

ととなり、財源についてもこれまでどおりの

総務省補助金に加え、地方負担分のうち国庫

補助額と同額の８割が新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金の交付限度額の

算定対象となるほか、過疎債が優先的に充当

されるなど、これまでに比べて少ない財源負

担で実施できる事業となっております。

総務省は今回の事業で新規の光ファイバー

整備支援を終える予定とのことから、本町と

いたしましても、今後のＧＩＧＡスクール構

想やスマート農業、リモートワーク等に向け

た基盤整備として、町内全域への光ファイ

バーの整備を図りたいと考えており、総務省

や通信事業者と事業実施に向けた検討を進め

ているところであります。

なお、新型コロナウイルス感染症対策事業

として、迅速な対応が必要になり、議会の議

決を頂く時間的余裕がない場合においては、

専決処分により対応させていただきたいと考

えておりますので、御理解を賜りますようお

願いをいたします。

以上、本町における新型コロナウイルス感

染症に対する主な取組について御報告いたし

ましたが、今後におきましても、国や北海道

など関係機関との連携を密にし、感染拡大防

止の徹底と地域経済への影響を最小限とすべ

く、全力で取り組んでまいりますので、御理

解を賜りますようお願いを申し上げます。御

報告とさせていただきます。

次に、令和２年度の固定資産税について、

課税誤りが判明いたしましたので、御報告を

いたします。

固定資産税は毎年１月１日に、土地、家

屋、償却資産の所有者に対して、地方税法に

基づき適正な時価により算定された税額を、

その固定資産の所在する市町村に納める地方

税の一つでありますが、今回の誤りは令和２

年度の土地の固定資産税額の根拠となる路線

価データを令和２年１月から稼働した新シス

テムへ反映される過程で生じたものでありま

す。

誤りの原因につきましては、路線価方式を

適用して評価額を算定する市街地宅地につい

て、令和２年度課税に向けて時点修正後の路

線価の登録作業を、新システムへの移行時期
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であったことからシステム業者に委託してま

いりましたが、前年度のデータのまま登録さ

れた路線が６路線あり、担当におけるチェッ

クが不十分であったこともあり、前年度の路

線価のまま課税計算が行われたことによるも

のでございます。

正しい路線価データにより再計算をした結

果、１９人の対象者の税額が過大となってお

りました。

減額される合計税額は６,１００円で、１

件当たりの影響額は１００円から１,５００

円の減額となります。

税額を誤って通知された納税義務者の皆様

に対しましては、おわび文と更正決定通知書

を７月１０日までに送付させていただいてお

り、年税額は第２期目以降で調整し、本来の

税額を納付していただく予定としておりま

す。また、既に全額納付されている場合は、

速やかに過納額を還付する手続を取っており

ます。

適正な課税をしなければならない税務行政

にあって、その信頼を損ねたことに対しまし

て、納税者及び町民の皆様並びに議員各位に

深くおわびを申し上げますとともに、今後に

つきましては、このような誤りが起こらない

よう、電算システムへの入力内容の確認作業

を徹底し、再発防止に努め、町民の皆様の信

頼回復に向けてしっかりと取り組む所存です

ので、御理解を賜りますようお願いを申し上

げまして、御報告とさせていただきます。

誠に申し訳ございませんでした。

次に、令和２年６月１日に発生した林野火

災について御報告いたします。

令和２年６月１日月曜日、午後４時３６

分、足寄消防署に螺湾方面の山林から煙が上

がっている旨を通報があり、現場確認の結

果、足寄町上螺湾９番１、町有林螺湾（イ）

団地内で林野火災が発生していることが確認

されました。

火災は翌日午前７時４７分に完全鎮火が確

認されました。今回の火災に伴う消失面積

は、カラマツ人工林、天然林合わせて４.４

７ヘクタール、森林調査簿から算出した損害

額は２６７万３,０００円でございます。被

害面積のうち、カラマツ人工林１.１ヘク

タールにつきましては、森林国営保険に加入

していましたので、現在保険金の請求手続を

行っております。

なお、今回の火災が発生した現場は周辺で

造林事業が行われておらず、また一般の方が

容易に行くことのできない急峻な山林の頂上

付近であったため、出火原因につきましては

不明となっております。

今後におきましても、大切な森林を山火事

等から守るようパトロール巡回に努めてまい

りますので、御理解賜りますようお願いを申

し上げ、御報告といたします。

次に、足寄町住生活基本計画及び足寄町公

営住宅等長寿命化計画の見直しについて御報

告いたします。

足寄町では、平成２３年３月策定の足寄町

住生活基本計画及び足寄町公営住宅等長寿命

化計画（平成２６年１２月計画見直し）に基

づき、住宅施策や公営住宅等の整備に取り組

んでいます。

計画策定後、足寄町住生活基本計画は９

年、足寄町公営住宅等長寿命化計画は５年が

経過し、今後も進行する人口減少や少子高齢

化等による住宅事情の変化へ的確に対応する

ため、足寄町住生活基本計画及び足寄町公営

住宅等長寿命化計画の見直しを行いましたの

で、御報告申し上げます。

計画見直しに当たり、課長等で構成する足

寄町住生活基本計画策定委員会に関係課担当

者等からなる作業部会を設け、原案を作成の

上、令和２年５月１８日付で足寄町住生活基

本計画及び足寄町公営住宅等長寿命化計画の

見直しについて決定いたしました。

足寄町住生活基本計画は、これまで行って

きた子育て世帯や高齢者福祉に配慮した住宅

施策の継続と発展をベースに、多様化する住

宅ニーズへの対応、人口・世帯減少により顕

在化する空き家の増加や地域活力の低下等、

地域の住生活における現状と課題を再認識し
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た上で、住宅施策の目標や方向性、重点的な

取組を定め、具体的な住宅施策の推進を図る

こととしています。

住宅施策の目標につきましては、顕在化す

る地域の住生活に関わる課題を緩和し、町民

が前向きに過ごすことのできる住生活を実現

するため、１点目には、高齢者や子育て世帯

など誰もが安心して暮らせる快適な住生活の

実現、２つ目に、地域の住宅ニーズに対応し

たストックで形成する魅力的な住生活の実

現、３つ目に、豊かな自然と共生し愛着を

持って住み続けられる持続可能な住生活の実

現の３項目といたしました。

足寄町公営住宅等長寿命化計画は、公営住

宅等の適切な更新や維持管理を行うため、従

前の計画を評価するとともに、国の住宅政策

により位置づけられた公営住宅等長寿命化計

画策定指針により、点検・データ管理・計画

修繕、事業手法の選定、ＬＣＣ（ライフサイ

クルコスト）の算定手法について、足寄町の

実績に沿った計画といたしました。

主な見直しといたしましては、１点目とし

て、公営借家の目標管理戸数を今後の需要を

踏まえて、３６０戸から３２０戸程度といた

しました。

２点目として、目標管理戸数の見直しに伴

い、建て替え等の事業計画の見直しをいたし

ました。計画期間内における建て替え事業に

ついては、はるにれ団地で全体戸数５２戸か

ら４８戸へ縮小した上で３棟１５戸、美盛団

地で６棟２０戸の建て替えを計画していま

す。そのほか、改善事業として、東団地ほか

５団地１２２戸を計画しています。また、修

繕事業については、日常点検結果を踏まえ、

建物の内外装・設備等の経年劣化に応じて、

適時適切に実施いたします。

今後は、本計画に基づき公営住宅の長寿命

化を図ってまいりたいと考えております。

なお、両計画とも、令和２年度から令和１

１年度までの１０年間を計画期間としており

ますが、進捗状況の評価や社会情勢の変化等

を踏まえ、５年を目途に計画の見直しを行い

ます。

別冊にて概要版を配布させていただいてお

りますので、御参照願いたいと思います。

以上、御報告させていただきますので、御

理解賜りますようお願いを申し上げます。

以上、４件の行政報告とさせていただきま

す。

○議長（吉田敏男君） 次に、教育委員会か

ら教育行政報告の申出がありましたので、こ

れを許します。

教育長 藤代和昭君。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） 議長の

お許しを頂きましたので、教育委員会から新

国際交流員の招聘について御報告いたしま

す。

町民の国際理解の推進や姉妹都市との交流

促進を図るため、外国青年招聘に関する要綱

に基づき、本町の姉妹都市でありますカナ

ダ・アルバータ州ウェタスキウィン市の協力

の下、平成４年度から国際交流員を招聘し、

本町の国際交流の進展に大いに貢献されてい

るところであります。

第１４代国際交流員ハンナ・ボールホーン

氏につきましては、令和元年９月に着任以

来、小中学校での国際理解教育や英語教育の

推進のほか、学校外でも小学生や保育園児を

対象とした子ども英語クラブペピーキッズの

実施や町のイベントの参加等で活躍いただき

ましたが、本年８月をもって雇用契約期間が

満了となることから、後任として、ウェタス

キウィン・足寄友好協会から推薦を受けた、

ウェタスキウィン郡ミレット町出身のジャス

ミン・ジャクソン氏（２３歳、女性）を招聘

することといたしました。

ジャスミン氏はカナダのマウントロイヤル

大学でインテリアデザイン、写真を学び、卒

業後はカルガリー市でインテリアデザイナー

として働いていましたが、現在は退職され、

足寄町国際交流員として就労するための準備

をしています。なお、母の好子氏は日系人

で、ジャスミン氏も日本語が堪能とのことで

あり、本町での生活にすぐなじめるのではと
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期待しています。

今後は第１３代国際交流員ミッチェル・

ボーウィー氏とジャスミン氏の２名体制で、

引き続き学校における国際理解教育や英語教

育の推進及び地域における国際交流の振興を

より一層図ってまいりたいと考えております

ので、御理解を賜りますようよろしくお願い

申し上げ、御報告といたします。

○議長（吉田敏男君） これで行政報告を終

わります。

◎ 議案第６３号

○議長（吉田敏男君） 日程第４ 議案第６

３号小中学校タブレットパソコン購入・設定

業務契約についての件を議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

総務課長 松野孝君。

○総務課長（松野 孝君） ただいま議題と

なりました、議案第６３号小中学校タブレッ

トパソコン購入・設定業務契約について、提

案理由の御説明を申し上げます。

議案書の１ページをお開き願います。

令和２年７月９日、足寄町財務規則に基づ

き指名競争入札に付した小中学校タブレット

パソコン購入・設定業務について、下記のと

おり売買契約を締結するため、議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得又は処分に関す

る条例第３条の規定により、議会の議決をお

願いするものでございます。

契約の目的は、小中学校タブレットパソコ

ン購入・設定業務。

契約の方法は、指名競争入札による契約で

ございます。

契約の金額は、３,４１０万円。

契約の相手方は、帯広市西１９条南１丁目

４番地２２、大丸株式会社道東支店、支店長

畠中裕司氏でございます。

納入期日は、令和３年３月２２日でござい

ます。

１ページ右側に別紙といたしまして、内訳

書を添付しておりますので、御参照をお願い

いたします。

以上で、提案理由の説明とさせていただき

ますので、御審議のほどよろしくお願い申し

上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、質疑を行います。

質疑はございませんか。

９番。

○９番（髙橋秀樹君） 今回のタブレット購

入、パソコンの購入と設定という形になって

おりますけれども、一つの業者さんで購入と

設定というふうになっております。

パソコンの購入と設定を別々にすることは

できなかったのか。そして、足寄町の業者と

いうかな、それを使うことができなかったの

か、お伺いをいたします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、副町長。

○副町長（丸山晃徳君） 答弁させていただ

きます。

今回のＧＩＧＡスクール、基本的にタブ

レットで、ソフトがアップルのｉＰａｄか、

またはウインドウズの２つが大体選択肢にな

りまして、その中でうちのほうはかねてより

ウインドウズでほぼ学校のほうでも出してい

たので、引き続きウインドウズを選択すると

いうような方向で教育委員会で選択しまし

た。

今回のＧＩＧＡスクールのソフトはウイン

ドウズの中で、Microsoft 365 Education GI

GA Promo（マイクロソフト３６５エデュケー

ションギガプロモ）という６年間特別な価格

で、金額的に言えば２,７６０円という非常

に安価な価格で、そのタブレットにインス

トールされて一体化したものであればウイン

ドウズは提供しましょうと。そのウインドウ

ズのＧＩＧＡスクール、プロモのライセンス

は、ライセンスプログラムで、マイクロソフ

トからの説明で言いますと、ＣＳＰ（クラウ

ドソルーションプロバイダー）という特別な

提携をした会社でしか提供できないと。ふだ

んからやり取りをして、かつバージョンアッ
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プもクラウドで全部やりますので、そのハー

ドとソフトの一体的な管理が必要で、かつ学

校の教育に遅延がないようにバックアップ体

制がしっかりしている業者ということで、町

内の業者さんではこのＣＳＰのライセンスを

持っている業者がいないということが分かり

まして、もともと町内の業者と十勝管内の業

者ということで考えていたのですが、町内の

業者ができないということでしたので、帯広

の業者、あと釧路もかな、ほぼ十勝管内の業

者ということで指名競争入札で最終的に大丸

さんに落ちたというところでございます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋秀樹君） 十分分かりました。

しかし、こういう大きな事業が起きてきた

ときに、今後もそうなのですけれども、やは

り地元の業者をどのように使っていくかとい

うことをしっかりと行政の側で考えていただ

けなければ、即対応とかというふうになって

いった場合もやはり地元の業者さんのほうが

早い対応をしていただける。タブレットパソ

コンだけに限らず、いろいろなことに関し

て、そういうような配慮を頂けるような契約

をしていただきたいなと思います。これにつ

いてどう思われますか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、副町長。

○副町長（丸山晃徳君） まさしく、まずい

ろいろな購入なり工事なり、やはり地元でで

きることは地元で、でもかつあまりにも、例

えば町内で済むものでもちょっと枠を広げた

ら安価なもの、でも安価だけではなくやはり

経済性もそうですけれども安定性なり、髙橋

議員さん言われたように信頼のできるもの、

で、即時対応していただけるものという部分

もございますので、そこら辺の部分は常に指

名委員会のところでもそういう観点からやっ

ています。

本当に今回の部分については、まず町内業

者も当然やっていただけるものと思って用意

をしていたのですけれども、だんだんだんだ

ん調べていく結果、業者さんに言ったら、こ

れもしかしたらうちではできないよとかとい

うお話を聞いて、それでマイクロソフトのほ

うに教育委員会から照会をかけたら、先ほど

のライセンスプログラムのあるひいきの業者

しか卸せませんと言われたということで、非

常に私どもも戸惑ってまして、このようなや

り方、今回の補正がＧＩＧＡスクールという

ものがマイクロソフトとアップルと２大パソ

コンの勢力の中でやっているところで、本当

はもっと広いいろいろなソフトが使えて、い

ろいろなパソコンとハードもソフトもいろい

ろな組み合わせができればいいのですけれど

も、それがそういうことができないというこ

とで、今回やむなくこういうことになりまし

たけれども、いろいろな状況に応じて町内業

者さんがやれるものはやはりやっていただく

ような形で考えていきたいと思います。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

他に質疑はございませんか。

１１番。

○１１番（木村明雄君） ここで、タブレッ

ト、これについてちょっとお伺いしたいわけ

なのですけれども、タブレットであればどち

らかといえばアップルのほうがＯＳとしては

皆さんも使っているし、進んでいるわけなの

だけれども、ここでウインドウズを選定をし

たということはどういうことなのか、ちょっ

とお伺いをしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、副町長。

○副町長（丸山晃徳君） 答弁させていただ

きます。

やはり一番は、過去にどちらを選んだかと

いったら、その部分のところはちょっと私、

過去の選択肢は分からないのですけれども、

もう既にウインドウズで動いていると。教職

員の方もウインドウズがもうスタンダードに

なっていて、足寄町の教育現場ではウインド

ウズがもう主流になっているというところ

で、教育委員会ではアップルではなくてウイ

ンドウズだよねという形になったと。

個人的にいえば、私も個人のものはアップ
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ルで、携帯もそうですしパッドもそうです

し、なのですけれども、仕事でいえばやっぱ

りウインドウズのほうがワードであったり、

エクセルであったり、それがやはりアップル

のものですと、やはり事務系でいえばやはり

ウインドウズのほうが有利になるのかなとい

うふうに個人的に思いますし、今後の教育の

部分でも、やはり芸術系ではアップルかもし

れないのですけれども、事務系ではウインド

ウズかなというふうに個人的に思って、やは

り教育現場ではウインドウズが今の主流なの

かなというふうに個人的には思っているとこ

ろと、やはり一番大事なのは教職員の方が、

先生方が選んでいるということです。

以上でございます。（「分かりました」と

呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

他に質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第６３号小中学校タブレッ

トパソコン購入・設定業務契約についての件

を採決をします。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第６３号小中学校タブ

レットパソコン購入・設定業務契約について

の件は、原案のとおり可決されました。

◎ 議案第６４号

○議長（吉田敏男君） 日程第５ 議案第６

４号令和２年度足寄町一般会計補正予算（第

４号）の件を議題といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

総務課長 松野孝君。

○総務課長（松野 孝君） ただいま議題と

なりました、議案第６４号令和２年度足寄町

一般会計補正予算（第４号）につきまして、

提案理由を御説明申し上げます

補正予算つづりの１ページをお願いいたし

ます。

議案第６４号令和２年度足寄町一般会計補

正予算（第４号）について、御説明申し上げ

ます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６

２９万１,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１０１億６,４２

４万１,０００円とするものでございます。

歳出から御説明申し上げます。

８ページをお願いいたします。

第２款総務費、第３項戸籍住民基本台帳

費、第１目戸籍住民基本台帳費、第１２節委

託料におきまして、住民基本台帳システム改

修業務といたしまして２２２万５,０００円

を計上いたしました。

第７款商工費、第１項商工費、第１目商工

振興費、第１８節負担金、補助及び交付金に

おきまして、足寄町商工会補助金といたしま

して３９６万円を計上いたしました。

以上で、歳出を終わり、次に歳入について

申し上げます。

６ページへお戻りください。

第１５款国庫支出金におきまして、事業費

見合いの補助金を計上いたしました。

第１９款繰入金におきまして、財源調整の

ため財政調整基金繰入金といたしまして４０

７万４,０００円を計上いたしました。

以上で、議案第６４号令和２年度足寄町一

般会計補正予算（第４号）の提案理由の説明

とさせていただきますので、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案
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理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

６ページをお開きください。

６ページから９ページ、歳入歳出一括で行

います。

質疑はございませんか。

２番。

○２番（高道洋子君） ８ページ、９ページ

にかけての歳出のところの第３款民生費につ

いて伺います。

委託料で老人憩の家の駐車場の立木の伐採

業務ということで、１１万２,０００円が計

上されておりますけれども、具体的に説明願

いたい、まず最初にお願いします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの高道

議員の御質問にお答えいたします。

老人憩の家の南側に老人憩の家の駐車場が

ございまして、そこと民間アパートの、隣接

した民間アパートの間に大きな松等が植栽さ

れております。今現在、その民間住宅のほう

にまで枝が伸びまして、居住されている方の

窓等の近くまで枝が伸びているということ

で、その枝を払いたいというのがまずあるの

ですけれども、木がもうかなり成長しており

まして、今後例えば台風ですとか、風が強い

ときとか、そういうときに倒木になる可能性

もあるということで、今回、まちの中から緑

がなくなるというのはちょっと残念なことか

もしれませんけれども、今後のリスクを回避

するためにも伐採をしたいというふうに考え

まして、今回の予算を提案させていただいて

おります。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（高道洋子君） 分かりました。

提案というか、私ずっと思っていたことな

のですけれども、去年あたりでも老人憩の家

を個人的にも団体的にも二十数回以上利用さ

せていただいております。中央老人クラブさ

んでも、あそこをホームとして本当に活動し

ておりますし、各種文化団体も本当にひっき

りなしに、私が思うのには、公共施設の中で

は１番か２番を争うぐらい、あの老人憩の家

を利活用している人が、団体が、個人も団体

ですね、大変多く思っております。

そこで、ここ数年あそこを利用するほどに

感ずることは、まず入り口入りまして玄関ま

で行くまでの間の左側の立木ですね。大きな

何か記念頂いたのか分かりませんけれども、

大きな石と松が今は相当太くなりまして、太

さよりも高さがすごく気になっております。

それが五、六本あります。そのほかにも小さ

い石やら、日本庭園風になっております。

それで、右側の砂利の駐車場も皆さんそこ

しか使っておりませんけれども、そういうふ

うに頻度が高く利用率が高い中で、あそこの

玄関から出た右側ですよね。門から入ると、

左側なのです。そこのところ、頂き物か寄贈

されたのか分かりませんけれども、あれを伐

採していただいて、そしてあそこを駐車場に

していただきたいなというふうに、皆さんも

思っているし私もずっと思っております。

そういう考えがないのか、あるのかお聞か

せ願いたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） 高道さんがおっ

しゃる場所に確かにかなり古い松の木とかが

植えてございまして、そちらにつきましても

今回の木のほかにも周りに植栽されているも

のもございますので、そちらのほうについて

は林業関係の方に見ていただいたりして、危

険性とかも確認をしながら管理をさせていた

だいているところなのですが、記念碑等もご

ざいますので、今までのそこをそのように管

理してきた、そのように整備してきたという

経緯もございますので、今後ちょっと内容を

確認させていただくのと、あと駐車場につき

ましては、老人憩の家の玄関のすぐ横に身障

者さん等が使えるようなところも整備させて

いただいてはいるのですけれども、検討を、

ちょっと状況を調べていきたいと思っており

ます。

以上です。
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○議長（吉田敏男君） ２番。

○９番（高道洋子君） 検討していただきた

いと思います。

足寄町も高齢化社会、もちろん高齢化なっ

ておりますけれども、利用者はもっともっと

増えるように思います。すごくまちの中で場

所的にも使い勝手がいい場所ということも

あって、大変利用しやすいということで、そ

してそこをもっと発展させて、そこの大きな

本当に台風など来たら屋根にはもちろんあれ

しますし、そのぐらい大きく伸びておりま

す。それを、あそこのスペースを内容的に、

何というのか、増築しまして、もっと研修室

を取れるとか、狭くて、皆さん利用されてい

て使えないという日もありますから、やはり

そういうふうにも利用できます。もちろん駐

車場もオーケーですし、そういうことで、そ

れから台風の心配もありますし、それと高齢

化の時代を迎えているということもあって、

前向きに検討していただきたいとお願いした

いと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） 御提案は検討し

たいと思いますけれども、今現在、町内の施

設におきましては、高齢者人口は増えていま

すけれども、ほかにも近くにコミュニティー

センターがありますとか、あとむすびれっじ

等もございますので、介護予防等を行う場所

とかも別にあるということもございますの

で、施設のちょっと増築というのはなかなか

難しいのかなというふうには思っております

けれども、今後利用されている方の御意見を

伺っていきたいと思います。

以上です。

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

他に質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第６４号令和２年度足寄町

一般会計補正予算（第４号）の件を採決をし

ます。

この採決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第６４号令和２年度足寄

町一般会計補正予算（第４号）の件は、原案

のとおり可決されました。

◎ 閉会宣告

○議長（吉田敏男君） これをもって、本臨

時会に付議されました案件の審議は、全て終

了をいたしました。

これで本日の会議を閉じます。

令和２年第３回足寄町議会臨時会を閉会を

いたします。

午前１０時５９分 閉会
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